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は じめ に

ハ モ グ リバ エ 科 は、 双 翅 目(ハ エ 目)の 一科 で 、

成 虫 の翅 の長 さが2mm程 度 の小 さなハ エ で あ る。

食 性 の 判 明 して い る全 て の種 が 植 物 寄 生 性 で 、 そ

の 多 くは潜 葉 性(葉 も ぐ り)で あ る。 一 般 に は他

の多 くの潜 葉 性 昆 虫 と一括 して 「字書 き虫」 、 「絵

描 き虫 」 と呼 ば れ る。 幼 虫 期 に 寄 生 す る植 物 が 種

ご と に異 な り、 複 数 の 種 が 同 じ植 物 に寄 生 した 場

合 で あ っ て も、 そ れ ぞ れ に特 徴 的 な葉 へ の潜 り跡

(潜 葉 痕)に よ って 一 見 して 区 別 が 可 能 な場 合 も

少 な くな い。 葉 に特 異 な模 様 を残 す こ とに よ り、

古 くか ら多 くの 昆 虫 学 者 の興 味 を引 き、 また 現 在

で は 多 くの農 業 害 虫 を含 む こ とか ら、 双 翅 目の 中

で は 研 究 の進 ん で い る一 群 で あ る。 日本 か らは 、

主 に京 都 府 立 大 学 元 教 授 の笹 川 博 士 の 一 連 の研 究

に よ り、 約180種 が 報 告 され て い る。 北 海 道 に お

い て も、Sasakawa(1954-1998)やIwasaki(1993-

1997)な ど に よ り102種 が 報 告 さ れ て い る。 しか

し オ ホ ー ツ ク 沿 岸 地 方 に お け る 本 科 の 研 究 は 進 ん

で お らず 、Iwasaki(1997)に よ り清 里 町 の斜 里

岳 か らPhytomyzanepetaeHendelが 記 録 され た の

み で あ る 。 内 陸 部 の 訓 子 府 町 か ら は 、Iwasaki

(1995,1996,1997)カ ごPhytomyza

acanthopanicisSasakawa,P.suwaiIwasaki,

P.con/unctaIwasaki,1).bifidaSasakawa,

Chromatomyiafuscula(Zett.)を 記 録 ・記 載 して

い る。

本 報 で は 、 主 に1995年 以 降 に行 っ た オ ホ ー ッ

ク沿 岸 地 方 に お け る調 査 に よ り得 られ た斜 里 、 清

里 、 常 呂 、 羅 臼 町 の ハ モ グ リバ エ 科8属18種 を記

録 す る。 こ の 内 、Calycomyzahu〃zeralis(Roser)

お よ びPhytomyzaravasternopleuralisSasakawaは

北 海 道 初 記 録 で あ る。7種 は種 まで の 同定 に至 ら

なか っ たが 、 そ の 内 の い くつ か は 未 記 載 種 で あ る

可 能 性 が あ る 。ll種 に つ い て 、 潜 葉 痕 な ど寄 生 状

態 の 写 真 を 、 この 内7種 に つ い て は成 虫 の 写 真 も

併 せ て示 した 。 なお 、本 文 中 の"分 布"の 項 で は 、

国 内 に お け る 分 布 の み を示 した。 採 集 デ ー タお よ

び写真 説 明 中 の"breeding(br.)no.","Ph一"は 、

そ れ ぞ れ飼 育 番 号 、 撮 影 番 号 を示 す 。

標 本 を提 供 い た だ い た 北 海 道 立 道 南 農 業 試 験 場

の 鳥 倉 英 徳 氏 、 北 海 道 大 学 昆 虫 体 系 学 教 室 の 大 原

昌宏 博 士 、 執 筆 の 機 会 を与 え て い た だ い た 知 床 博

物 館 松 田功 氏 にお 礼 申 し上 げ る。

FamilyAgromyzidaeハ モ グ リ バ エ 科

SubfamilyAgromyzinae

l.Agromyzaphra8mitidisHendel,1992

ア シ ハ モ グ リ バ エ

Shari,1♂1♀,fromleaf-mininglarvaeon

Phragmitescommunis(breedingno.475),29.

V皿1.1995,emerged23-27.IH.1996(A.Iwasaki).

分 布:北 海 道 、 本 州 、 沖 縄 。

ア シPhra8mitesの 葉 も ぐ り で 、 ア シ の 葉 に 袋 状

の 潜 葉 痕 を 残 す 。

2.A8romyzaalbipennisMeigen,1830

ム ギ ク ロ ハ モ グ リ バ エ(写 真1,2)

Shari,1♀,30.V皿.1999(A.Iwasaki);Tokoro,

1♀,29.VII.1995(A.Iwasaki).

分 布:北 海 道 、 本 州 、 四 国 、 九 州 。

イ ネ 科 の 多 くの 植 物 に 寄 生 し 、 袋 状 の 潜 葉 痕 を

残 す(写 真1)。 麦 類 の 害 虫 と さ れ て い る 。 本 属

の 多 く の 種 は 一・様 に 平 均 棍 を 除 く各 部 が 黒 色 で あ

る が 、 前 種 と は 触 角 第3節 の 下 縁 が 切 断 さ れ た よ

う に 平 ら に な っ て い る 点(phragmitidisで は 丸 み

を 帯 び る)で 区 別 可 能 で あ る 。

3.Melana8・rOmyZaCUSCUtaeHering,1958

(写 真3,4)

Shari,1♂2♀,onCuscuta/a1フonica,29.V皿.

1995(A.Iwasaki),2♂2♀,frompupariaon
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stemsofC.joponica(br.no.471),29.Vm.1995,

emergedD(.1995,27-31.皿.1996(A.Iwasaki),

1♀,frompupariumonstemofC.joponica(br.

no.525),21.D(.1995(A.Iwasaki),29♂27♀,

frompupariaonfruitsofthesameplant(br.no.

525),21.D(.1995,emerged23.IV-26.V.1996

(A.Iwasaki).分 布:北 海 道.

ネ ナ シ カ ズ ラ の 果 実 中 を 加 害 す る が 、 茎 内 を 茎

潜 り(stem-borer)と して 食 害 し て い る 個 体 もあ る 。

国 外 で は ネ ナ シ カ ズ ラ の 駆 除 の た め の 利 用 が 検 討

さ せ た こ と も あ る 。 成 虫 は 全 体 に 黒 色 で 、 こ の こ

とが 属 名"ルlelanagromyza"の 由 来 で あ る 。 国 内

で は 、Sasakawa(1986)が 石 狩 浜 か ら 記 録 し た 。

4.Melanagromyzasp.1(写 真5,6)

Shari,1♂2♀and1♂2♀(teneral),from

pupariaonstemsofConioselinumkamtschaticum

(br.no.388),24.D(.1994,emerged23.IV-3.

V.1995(A.Iwasaki),5♂6♀,frompuparia

onstemsofC.kamtschaticum(br.no.512),11.

D(.1995,emerged29.lll-14.IV.1996(A.Iwasaki),

1♂1♀,frompupariaondeadstemsof

C.kamtschaticum,(br.no.623),20.V【.1997,

emerged29.VI-6.W.1997(A.Iwasaki),5♂

8♀,frompupariaonstemsofCkamtschaticum,

15.X.1997,emerged3-22.VI.1998(A.Iwasaki).

カ ラ フ ト ニ ン ジ ンConioselinumkamtschaticum(セ

リ 科)の 茎 潜 り(stem-borer)(写 真5)で あ る 。

日 本 か ら は セ リ 科 のstem-borerは 記 録 さ れ て い な い 。

近 縁 の シ シ ウ ド属Angelicaに 寄 生 す るM.angelicae

(北 米 産),angeliciphaga(ヨ ー ロ ッ パ 産)と は 、

成 虫 の 形 態 で 類 似 す る が 、 蠕 の 後 気 門 の 形 状 が 異

な る 。

5.ルlelanagro〃zyzasp.2

Shari,2♂,frompupariaonstemesof

Conioselinumkamtschaticum(br.no.389),24.D(.

1994,emerged11-19.N.1995(A.lwasaki).

カ ラ フ ト ニ ン ジ ンConioselinumka〃ztschaticum(セ

リ 科)の 茎 潜 り(stem-borer)。M.angelicae(北

米 産),angeliciphaga(ヨ ー ロ ッ パ 産)お よ び 同

じ 寄 主 に 寄 生 し て い た 前 種 と は 、 蠕 の 後 気 門 の 形

状 や 成 虫 の 眼 縁 小 刺 毛 の 生 じ 方 が 異 な る 。

6.ノlfelana8romyzasp.3(nr.dettmeri)

Shari,1♂,30.V∬.1999(A.Iwasaki).

眼 縁 小 刺 毛 の 生 じ 方 に よ りM.dettmeri,M.

oligophagaに 似 る 。

SubfamilyPhytomyzinae

7.Cerodontha(Cer.)denticornis(Panzer,1806)

ム ギ キ イ ロ ハ モ グ リ バ エ(写 真7-9)

Shari,2♂,29.V皿1.1995(A.Iwasaki),1♂,

30.VH.1999(A.Iwasaki).

分 布:北 海 道 、 本 州 。

コ ム ギ な ど イ ネ 科 植 物 の 葉 身 に 細 い 線 状 の 潜 葉

痕 を 残 して 真 直 に 基 方 に 潜 り進 み(写 真7)、 そ

の 後 葉 鞘 内 を 食 害 す る(写 真8)。 本 亜 属 お よ び

近 縁 のXenophyto〃zyza亜 属 は 、 小 楯 板 に 剛 毛 を

1対 しか 持 た な い こ と が 特 徴 で あ る(写 真9)(他

の 属 、 亜 属 は2対)。

8.Cerodontha(Poemyza)incisa(Meigen,1830)

オ カ ザ キ ハ モ グ リ バ エ

Misaki,Shari,2♀,fromleaf-mininglarvaeon

1)halarisarundinacea(br.no.465),13.Vm.

1995.emerged23-24.Vm.1995(H.Torikura),1

♂(tenerel)1♀,fromleaf-mininglarvaeon1).

arundinacea(br.no.490),29.Vnl.1995,emerged

10.11.D(.1995(A.Iwasaki).

分 布:北 海 道 、 本 州 、 四 国 、 九 州 。

イ ネ 科 の 多 くの 植 物 に 寄 生 し 、 袋 状 の 潜 葉 痕 を

残 す 。 複 数 頭 が 一 緒 に 食 害 す る こ と が 多 く 、 光 沢

の あ る 黒 色 の 囲 蜻 は 後 気 門 に 植 物 の 繊 維 を か ら ま

せ て い る こ と が 多 い 。

9.Calycomyzahumeralis(Roser,1840)

Shari,1♀,29.VHI.1995(A.Iwasaki).

分 布:北 海 道 、 九 州 、 北 海 道 初 記 録 。

キ ク 科 の キ オ ン 族 に 属 す る 植 物 の 葉 に 潜 り 、 袋

状 の 潜 葉 痕 を 残 す 。 道 内 で の 採 集 例 か ら 、 海 岸 付

近 の 植 生 を 好 む も の と 思 わ れ る 。

10.Liriom:yzacon8esta(Becker,1903)

(写 真10)

Shari,5♂4♀,29.V皿.1995(A.Iwasaki).

分 布:北 海 道 、 本 州 。

マ メ 科 の 草 本 に 寄 生 す る 。 特 にVicia属(ク サ

フ ジ)に 多 い が 、 ダ イ ズ や ア ズ キ な ど 農 作 物 に も
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加 害 を認 め る こ とが あ る 。斜 里 の 海 岸 で は 本 種 と

思 わ れ る幼 虫 の 寄 生 した ヒ ロバ クサ フ ジ の 葉(写

真10)が 観 察 さ れ て い る 。

(ユ キ ノ シ タ科)に 普 通 にみ られ る 。 線 状 の 潜 葉

痕(写 真14)を 形 成 し、 葉 中 で蠣 化 す る。 高 い割

合 で寄 生 蜂 に よ る寄 生 を 受 け て い る こ とが 多 い 。

11.1)seudonapomyzasp.

Tokoro,!♀,fromleaf。mininglarvaonElymus

mo〃is(br.no.390),13.V皿.1995,emerged7.

V.1995(H.Torikura).

本 属 は イ ネ 科 の 葉 潜 り で あ る 。 こ れ ま で 北 海 道

か ら の 記 録 は な か っ た 。

12.Chromatomyiahorticola(Goureau,1851)

ナ モ グ リバ エ(写 真ll,12)

Tokoro,2♂2♀,fromleaf-mininglarvaeon

Linariaノ α、ρoη∫co(br.no.470),13.V皿.1995,

emerged27-29.Vm.1995(H.Torikura).

分 布:北 海 道 、 本 州 、 四 国 、 九 州 。

著 名 な 農 業 害 虫 で 、 広 い 範 囲 の 植 物 に 寄 生 す る 。

農 業 害 虫 と し て は エ ン ド ウ マ メ(写 真11)、 レ タ

ス 、 シ ュ ン ギ ク な ど の 被 害 が 顕 著 。 海 岸 の ウ ン ラ

ンLinariaブoρoη ∫cα(ゴ マ ノ バ グ サ 科)に も 加 害

を し ば し ば 認 め る 。 幼 虫 は 不 規 則 な 線 状 に 葉 を 食

害 し 、 葉 内 で 蠕 化 す る た め 、 内 部 に 淡 褐 色 ゴ マ 粒

状 の 蠕 が 認 め ら れ る 。 成 虫 の 体 色 は 灰 黒 色 で 頭 部

は くす ん だ 黄 白 色 で あ る(写 真12)。

13.?Chromatomyiasp.

(写 真13)

Shari,1♂,fromleaf-mininglarvaonLonicera

sp.(br.no.687),15.X.1997,emerged13.皿.

1998.(A.Iwasaki).

海 岸 林 の 内 部 に 自 生 す るLonicera(ス イ カ ズ

ラ 科)に 線 状 の 潜 葉 痕(写 真13)を 残 す 。

Loniceraに 寄 生 す る 種 は 多 く 。 国 内 で は

ChromatomyiasuikazuraeSasakawaが 普 通 だ が 本

種 は 成 虫 の 形 態 が 異 な っ て い る 。

15.1)hytomyzaravasternopleuralisSasakawa,1955

(写 真15,16)

Mt.Shari,Kiyosato,1♂,fromleaf-mininglarva

onCacaliaauriculata(br.no.531),29.D(.

1995,emergedl3.皿.1996(A.Iwasaki).

分 布:北 海 道 、 本 州 、 北 海 道 初 記 録 。

フ キPetasites,ヨ ブ ス マ ソ ウ,ミ ミ コ ウ モ リ(以

上Cacalia属),ノ ブ キAdenocauron(い ず れ も キ

ク 科)の 葉 に 線 状 の 潜 葉 痕(写 真15)を 残 す 。 成

虫 は 胸 部 側 面 に 白 色 部 が 目 立 つ(写 真16)が 、 キ

ク 科 や セ リ 科 に 寄 生 す る 種 の 中 に は よ く似 た 種 が

多 く含 ま れ る 。

16.1)hytomyzanepetaeHendel,1922ミ ソ ガ ワ ソ ウ

ハ モ グ リ バ エ(写 真17 ,18)

Mt.Shari,Kiyosato,8♂10♀,fromleaf-mining

larvaeonノ>epetasudsessilis(br.no.532),29.

D(.1995,emergedX-XI.1995,18-22.皿.1996

(A.Iwasaki).

分 布:北 海 道(Iwasaki,1997).

ミ ソ ガ ワ ソ ウNepeta(シ ソ 科)の 葉 に 袋 状 の

潜 葉 痕(写 真17)を 残 す 。1995年 に 斜 里 岳 の 渓

流 沿 い で 採 集 さ れ た 個 体 を 元 に 日 本 か ら 初 め て 記

録 さ れ た(Iwasaki,1997)。

17.Phytomyzasp.1

Rausu,1♂1♀,3.V[.1992(M.Ohara).

分 布:北 海 道 、 千 島列 島 。

北海 道 内 の 山 間部 お よび海 岸付 近 で採 集 され る。

ま た、 千 島 列 島 に も広 く分 布 して い る(岩 崎 、 未

発 表)こ とか ら、 北 方 起 源 の 種 と思 わ れ る。 未 記

載 種 。

14.ChromatomyiadeirdreaeGriffiths,1972

(写 真14)

Mt.Shari,Kiyosato,1puparium,fromleaf-mining

larvaonSaxifraga/aponica(br.no.534),29.D(.

1995(A.Iwasaki).

分 布:北 海 道 、 本 州 。

渓 流 沿 い の フ キ ユ キ ノ シ タSaxifra8a/01フo加cα

18.1)hyto〃zyzasp.2

(写 真19)

Shari,34♂15♀,fromleaf-mininglarvaeon

Anemonedichotoma(br.on.474),29.Vm.1995,

emerged21-26.D(.1995(A.Iwasaki).

フ タ マ タ イ チ ゲAnemonedichotoma(キ ン ポ ウ

ゲ 科)の 葉 に 袋 状 の 潜 葉 痕(写 真19)を 残 す 。 未
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記載種の可能性が高い。
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Agromyzidae(Insecta:Diptere)

ofOkhotskAreaofHokkaido

1.Resultof1995-1999researches

AkeoIwasaki

KitamiAgriculturalExperimentStation,

Kunneppu,Hokkaido,099-1496Japan

Summary

TheagromyzidfaunaoftheOkhotskareaofHokkaidoisinvestigatedandeighteenspeciesbelongingto

eightgeneraareherereported.Ofthese,Cal:yco〃zyzahumeralis(Roser)and、Phytom)7zaravasternopleuralis

SasakawahavehithertobeenknownfromKyushuandHonshu,respectively,andinthisoccasionnewly

recordedfromHokkaido.Sevenspeciesremaintobedetermined,someofthemmaypossiblybeundescribed.

Fortheelevenspecies,photographesofleaf-mine,larvaeorpupariaareprovided,andthoseofadultsare

alsoprovidedforthesevenspecies.

Bull.ShiretokoMus.20;25-32(2000).
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写 真 説 明

1.A8romyzaalbipenninsMeigen

小 麦Triticumaestivum上 の 成 虫 。 訓 子 府(Ph-280)

2.A8romyzaalbipennisMeigen

小 麦 の 潜 葉 痕 。 訓 子 府(Ph-41)

3.ル1elanagrom:yzacuscutaeHering

ネ ナ シ カ ズ ラCuscutaJ'aponica果 実 中 の 幼 虫 。 斜

里(breedingno.525)

4.Melana8rom:yzacuscutaeHering

羽 化 成 虫 。 斜 里(br.no.471)

5.Melana8ro〃zyzasp.1

カ ラ フ トニ ン ジ ンConioselinumkamtschaticum茎

内 の 囲 蠕 。 斜 里(br.no.688)

6.ルfelana8romyzasp.1

羽 化 成 虫 。 斜 里(br.no.688)

14.ChromatomyiadeirdreaeGriffiths

フ キ ユ キ ノ シ タSaxipaga/aponicaの 潜 葉 痕 。 斜

里 岳 、 清 里(br.no.534)

15.Phytom:yzaravasternopleuralisSasakawa

ミ ミ コ ウ モ リCacaliaauriculataの 潜 葉 痕 。 斜 里

岳 、 清 里(br.no.531)

16.Phyto〃zyzaravasternopleuralisSasakawa

羽 化 成 虫 。 西 表 島(br.no.701)

17.PhytomyzanepetaeHendel

ミ ソ ガ ワ ソ ウ1>epetasubsessilisの1替 葉 痕 。 斜 里

岳 、 清 里(br.no.532)

18.」Ph:ytom:yzanepetaeHendel

羽 化 成 虫 、 置 戸(br.no.631)

19.Phytomyzasp.2

フ タ マ タ イ チ ゲAne〃zonedichotomaの1替 葉 痕 。

斜 里(Ph-630)

7.Cerodontha(C.)denticornis(Panzer)

小 麦Triticumaestivumの 細 い 潜 葉 痕 。 訓 子 府(Ph-

44)

8.Cerodontha(C.)denticornis(Panzer)

小 麦 葉 鞘 中 の 囲 蠕 。 訓 子 府(Ph-458)

9.Cerodontha(C.)denticornis(Panzer)

羽 化 成 虫 。 鹿 部(br.no.805)

10.Liriomyzacongesta(Becker)

ヒ ロ バ ク サ フ ジViciajαponicaの 潜 葉 痕 。 斜 里

(Ph-629-2)

11.Chromatomyiahorticola(Goureau)

エ ン ド ウ マ メ の 潜 葉 痕 。 訓 子 府(Ph-620)

12.Chromatomyiahorticola(Goureau)

羽 化 成 虫 。 訓 子 府(br.no.344)

13.?Chromatomyiasp.

Lonicerasp.の 潜 葉 痕 。 斜 里(br.no.687)
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